
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化坂

　
本

回禾

一二三
もＨ０ｏ○嘗
く
じ

問
　
　
題

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
伝
統
的
な
企
業
論
い
個
別
資
本
論
と
そ
の
制
約
性

　
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
企
業
論
１
１
個
別
資
本
論

　
『
金
融
資
本
論
』
、
　
『
帝
国
主
義
論
』
に
お
げ
る
企
業
論

現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式

　
生
産
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
生
産
コ
ス
ト
競
争

　
事
業
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
市
場
支
配
競
争

　
巨
大
企
業
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
成
長
率
競
争

間

題

　
経
済
活
動
の
基
本
主
体
で
あ
る
「
企
業
」
の
概
念
が
、
新
古
典
派
経
済
学
に
お
い
て
も
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
理

論
体
系
の
基
軸
的
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
（
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
は
、
「
個
別
資
本
」

と
い
う
概
念
が
「
企
業
」
概
念
に
対
応
し
て
い
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
企
業
」
と
い
う
概
念
に
ど
の
よ
う
た
内
容
観
定
を
与
え
る

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
（
六
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
（
六
七
六
）

か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
学
体
系
の
玩
実
に
対
す
る
説
明
可
能
性
を
引
き
出
す
上
で
決
定
的
に
重
要
た
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
新
古
典
派
経
済
学
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
た
視
点
か
ら
、
伝
統
的
な
企
業
理
論
に
対
す
る
批
判
と
企
業
理
論
を
具
体
化
し

よ
う
と
す
る
試
み
が
さ
か
ん
な
よ
う
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
新
古
典
派
経
済
学
で
は
、
伝
統
的
な
規
定
に
よ
れ
ば
、
企
業
は
、
０
Ｄ
力
学
上
の
質
点
の
よ
う
に
内
部
組
織
を
も

た
な
い
存
在
で
あ
り
、
の
短
期
的
な
利
潤
極
大
化
と
い
う
単
一
の
行
動
原
理
に
も
と
づ
く
原
子
的
な
（
消
費
者
個
人
に
１
対
応
し
た
）
意

思
決
定
主
体
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
抽
象
度
の
高
い
企
業
理
論
に
対
し
て
、
現
実
の
企
業
の
構
造
や
行
動
様
式
と
の
対
比
で
、
種
々
の
側
面
か
ら
批
判
が

出
さ
れ
、
企
業
理
論
を
よ
り
現
実
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
○
ｏ
　
現
実
の
企
業
は
会
杜
形
態
、
と
り
わ
げ
株
式
会
杜
の
移
態
を
と
っ
て
お
り
、
し
か
も
現
代
経
済
を
支
配
す
る
巨
大
株
式
会
杜

で
は
い
わ
ゆ
る
「
所
有
と
支
配
の
分
離
」
の
結
果
、
株
式
所
有
者
（
旧
来
の
企
業
意
思
決
定
者
）
に
代
っ
て
経
営
者
が
企
業
意
思
の
決

定
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
企
業
理
論
が
前
提
す
る
よ
う
な
、
短
期
利
潤
極
大
化
が
支
配
的
な
企
業
行

動
原
理
で
は
た
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
利
潤
に
１
代
っ
て
売
上
高
（
あ
る
い
は
売
上
高
成
長
率
）
の
極
大
化
が
、
あ
る
い
は
極
大

化
原
理
に
代
っ
て
満
足
化
原
理
が
、
支
配
的
な
行
動
原
理
に
な
っ
て
い
る
。

　
の
　
現
実
の
企
業
は
、
力
学
上
の
質
点
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
階
層
的
内
部
組
織
を
も
っ
た
一
個
の
有
機
体
、
あ
る
い
は
そ

の
よ
う
な
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
経
営
資
源
の
プ
ー
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
企
業
理
論
が
示
す
よ
う
な

静
態
的
な
存
在
で
は
な
く
、
絶
え
ず
成
長
を
続
げ
る
動
態
的
な
存
在
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
の
よ
う
な
現
実
的
・
実
体
的
な
認
識
を
企
業
理
論
に
取
り
入
れ
、
企
業
理
論
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ



て
き
て
い
る
。
…
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
　
ボ
ー
モ
ル
（
団
彗
昌
◎
－
奉
．
－
）
の
射
§
“
ミ
旨
尉
§
§
ざ
）
　
；
ぎ
～
ｓ
ミ
、
ｏ
さ
ミ
ぎ
　
宕
ｇ

（
伊
達
邦
春
・
小
野
俊
夫
訳
『
企
業
行
動
と
経
済
成
長
』
一
九
六
二
年
、
ダ
ィ
ヤ
モ
ソ
ド
杜
）
、
　
マ
リ
ス
（
睾
胃
ま
一
甲
）
の
　
Ｈ
ざ
専
§
◎
ミ
〔

『
ざ
◎
ミ
♀
、
き
§
篶
ふ
ミ
、
ｏ
急
“
ミ
ご
き
宕
置
（
大
川
勉
他
訳
『
経
営
者
資
本
主
義
の
経
済
理
論
』
一
九
七
一
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
）
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ソ
ソ
（
ミ
昌
巨
昌
。
。
ｏ
ｐ
○
．
軍
）
の
『
ざ
向
○
§
◎
ミ
“
８
県
ｂ
シ
ミ
良
“
§
ｓ
ミ
吋
§
§
“
ミ
ー
き
ミ
ｓ
篶
ふ
ｓ
Ｎ
ｏ
ミ
§
、
ざ
富
ぎ
ｓ

ド
ざ
◎
ミ
県
§
～
、
寺
さ
宕
零
な
ど
の
作
業
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
の
に
っ
い
て
い
え
ば
、
　
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
（
雰
冒
易
９

甲
■
）
の
『
ざ
『
ざ
◎
ミ
県
§
～
ｏ
§
ミ
き
ミ
、
“
～
、
寺
き
岩
竃
　
（
末
松
玄
六
訳
『
会
杜
成
長
の
理
論
』
一
九
六
二
年
、
ダ
ィ
ヤ
モ
ソ
ド

杜
）
や
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ソ
の
最
近
の
作
業
、
ｏ
ミ
宮
ミ
苛
９
ミ
さ
Ｎ
§
～
吋
§
ぎ
８
吻
き
ぎ
ミ
§
岩
べ
◎
（
岡
本
康
雄
．
高
宮
誠
訳
『
現

代
企
業
の
組
織
革
新
と
企
業
行
動
』
一
九
七
五
年
、
丸
善
）
、
き
、
ぎ
汀
§
～
曽
ミ
ミ
き
ざ
♂
一
竃
切
　
（
浅
沼
萬
里
．
岩
崎
晃
訳
『
市
場
と
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

組
織
』
一
九
八
○
年
、
目
本
評
論
杜
）
が
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
稿
の
課
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
新
古
典
派
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
理
論
の
具
体
化
作
業
を
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
検
討
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
関
心
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
方
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
新
古
典
派
経
済
学
の
場
合
に
っ
い
て
み
た

よ
う
な
企
業
理
論
の
具
体
性
・
現
実
性
に
ー
か
か
わ
る
問
題
状
況
が
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
場
合
に
存
在
し
な
い
か
ど
う
か
、
も
し
存
在

す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
、
そ
し
て
さ
ら
に
実
際
に
ー
企
業
理
論
の
具
体
化
を
行
う
こ
と
に
ょ
っ
て
私
た

ち
は
経
済
学
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
内
容
を
っ
げ
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
　
　
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
す
る

の
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

（
１
）
　
以
上
の
よ
う
な
、
新
古
典
派
経
済
学
の
企
業
理
論
の
問
題
状
況
を
要
約
的
に
－
知
る
た
め
に
は
、
東
洋
経
済
新
報
杜
編
『
経
済
学
大
辞
典

　
　
（
第
二
版
）
』
一
九
八
○
年
、
第
－
分
冊
、
Ｘ
「
企
業
」
の
１
「
企
業
・
企
業
者
」
（
岡
本
康
雄
執
筆
）
、
３
「
企
業
組
織
」
（
浅
沼
萬
里
執

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
（
六
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
（
六
七
八
）

　
　
　
　
筆
）
、
４
「
企
業
目
的
と
企
業
行
動
」
（
小
泉
進
執
筆
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
ニ
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
伝
統
的
な
企
業
論
ｎ
個
別
資
本
論
と
そ
の
制
約
性

　
ま
ず
、
ブ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
企
業
論
は
ど
の
よ
う
た
理
論
的
枠
組
み
で
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
現
実
の

発
展
し
た
企
業
の
構
造
や
行
動
様
式
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
理
論
的
な
制
約
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
あ

き
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
い
う
場
合
、
念
頭
に
あ
る
の
は
そ
の
理
論
体
系
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
と
、
ヒ

ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
『
金
融
資
本
論
』
（
一
九
一
〇
年
）
お
よ
び
レ
ー
ニ
ソ
『
帝
国
主
義
論
（
資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義

　
　
一
般
向
げ
概
説
）
』
（
一
九
一
七
年
）
で
あ
る
。
　
『
資
本
論
』
と
、
具
体
的
に
資
本
主
義
の
独
占
段
階
を
研
究
対
象
と
し
た
後
二
者

と
を
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
体
系
と
し
て
ど
の
よ
う
に
統
一
し
て
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
の
議
論
が
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
経

済
学
の
重
要
間
題
の
一
っ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
は
間
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら

の
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
体
系
を
構
成
す
る
基
本
的
文
献
の
中
で
、
企
業
論
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的
枠
組
み
で
設
定
さ
れ
て
い

る
か
で
あ
る
。

　
　
Ｈ
　
「
資
本
論
』
に
お
げ
る
企
業
論
１
１
個
別
資
本
論

　
ま
ず
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
の
場
合
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
企
業
論
は
周
知
の
よ
う
に
個
別
資
本
論
と
し
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
個
別
資
本
論
が
『
資
本
論
』
で
は
ど
の
よ
う
た
理
論
的
枠
組
み
で
展
開
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
こ
こ



で
ま
ず
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
個
別
資
本
論
は
、
そ
の
自
己
増
殖
の
運
動
過
程
（
一
般
的
に
は
ｏ
↓
ｏ
、
、
生
産
資
本
で

あ
れ
ぱ
ｏ
↓
事
毛
…
ミ
↓
ｏ
、
と
い
う
範
式
で
表
現
さ
れ
る
そ
れ
）
を
解
明
し
て
い
く
場
合
、
そ
の
よ
う
な
価
値
の
私
的
な
集
積
体
と
し

て
の
個
別
資
本
の
運
動
を
物
質
的
に
支
え
て
い
る
実
体
の
側
面
、
す
た
わ
ち
人
問
と
自
然
の
関
係
お
よ
び
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
人
間

と
人
間
の
関
係
（
組
織
的
関
係
お
よ
び
所
有
関
係
）
の
側
面
を
絶
え
ず
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
た
個
別
資

本
の
運
動
の
実
体
の
側
面
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
大
き
く
分
げ
て
っ
ぎ
の
二
っ
の
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
は
第
一
部
「
資

本
の
生
産
過
程
」
第
三
篇
「
絶
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
↓
第
四
篇
「
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
に
お
げ
る
周
知
の
労
働
過
程
論

の
部
分
、
具
体
的
に
い
え
ぱ
、
第
五
章
「
労
働
過
程
と
価
値
増
殖
過
程
」
第
一
節
「
労
働
過
程
」
↓
第
一
；
早
「
協
業
」
↓
第
二
一

章
「
分
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
」
↓
第
一
三
章
「
機
械
と
大
工
業
」
と
連
な
る
部
分
で
あ
り
、
第
二
は
第
三
部
「
資
本
制
的
生

産
の
総
過
程
」
第
五
篇
「
利
子
と
企
業
者
利
得
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
利
子
生
み
資
本
」
に
お
け
る
、
資
本
の
所
有
と
機
能
の
分
離
、

資
本
家
範
曉
の
具
体
化
に
か
か
わ
る
理
論
の
部
分
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
個
別
資
本
論
１
１
企
業
論
が
本
来
的
に
資
本
の
運
動
に
お
げ
る
実
体
の
側
面
の
分
析
を
そ
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
前
提

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
冒
頭
で
か
ん
た
ん
に
紹
介
し
た
新
古
典
派
経
済
学
の
場
合
と
は
決
定
的
に
異
な
る
、
　
『
資
本
論
』
、

し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
企
業
と
い
う
も
の
を
力
学
上
の
質
点
に
似
た
、
内
部
組
織
を
も
た
な
い
存

在
と
し
て
理
論
的
に
措
定
し
て
き
た
新
古
典
派
経
済
学
の
方
は
、
近
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
実
体
的
存
在
と
し
て
の
企
業
を
理
論
化

し
よ
う
と
い
う
努
力
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
は
『
資
本
論
』
１
ー
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
本
来
的
に
実
体
論
的
な
企
業
論
を

理
論
的
に
内
包
し
て
い
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
間
題
は
こ
の
先
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
間
題
は
こ
う
し
て
『
資
本
論
』
で
与
え
ら
れ
て
い
る
実

　
　
　
　
プ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
（
六
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
（
六
八
○
）

体
論
的
企
業
論
が
現
代
の
現
実
の
企
業
の
構
造
や
行
動
様
式
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
理
論
的
な
制
約
を
も
っ

て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
た
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
実
体
論
的
企
業
論
の
部
分
に
っ
い
て
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
、

そ
の
理
論
的
枠
組
み
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
た
だ
し
本
稿
で
は
、
　
『
資
本
論
」
に
お
げ
る
実
体
論
的
企
業
論
の
二
っ
の
部
分
の
う
ち
、
第
一
の
、
い
わ
ゆ
る
労
働
過
程
論
の
部

分
に
検
討
対
象
を
隈
定
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
実
体
論
的
企
業
論
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
第
一
の
部
分

は
、
第
二
の
部
分
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
充
実
し
た
、
完
成
度
の
高
い
内
容
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
資
本
論
』
第
一
部
の
労
働
過
程
論
の
部
分
と
い
う
の
は
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
実
体
と
し
て
の
企
業
の
組
織
構

造
の
側
面
に
か
か
わ
る
理
論
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
体
と
し
て
の
企
業
と
い
う
場
合
、
一
般
に
そ
れ
は
大
き
く

二
っ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
一
っ
は
人
び
と
が
企
業
の
中
で
協
働
し
あ
う
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
示
す
、
組
織
構
造
の
側
面
と
、
も
う
一

っ
は
そ
の
よ
う
な
協
働
シ
ス
テ
ム
の
運
動
に
目
的
性
を
与
え
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
構
造
の
側
面
、
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
っ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
　
『
資
本
論
』
第
一
部
の
労
働
過
程
論
の
部
分
は
こ
の
前
者
の
側
面
に
か
か
わ
る
理
論
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
（
２
）

と
で
あ
る
（
な
お
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
ち
な
み
に
い
え
ぱ
、
第
三
部
に
お
け
る
、
資
本
の
所
有
と
機
能
の
分
離
、
資
本
家
範
曉
の
具

体
化
に
か
か
わ
る
理
論
は
後
老
の
側
面
の
理
論
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
）
。

（
２
）
　
「
組
織
構
造
」
と
い
う
概
念
が
、
本
稿
で
は
、
別
の
本
誌
掲
載
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
変
革
Ｈ
」
（
第
三
〇
巻
第

　
　
二
号
）
で
使
っ
た
場
合
よ
り
広
い
内
容
を
こ
め
て
使
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
拙
稿
で
は
、
こ
の
概
念
は
も
っ
ぱ
ら
管
理
組
織
の
構
造
を
示
す

　
　
た
め
に
用
い
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
が
管
理
組
織
の
基
礎
に
あ
る
作
業
や
事
業
の
構
造
ま
で
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。



　
ｏ
ｏ
　
　
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み

　
そ
こ
で
、
問
題
は
こ
の
よ
う
な
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
と
し
て
こ
の
『
資
本
論
』
第
一
部
の
労
働
過
程
論
の
部
分
が
ど
の
よ
う

な
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
、
現
代
の
現
実
の
企
業
の
組
織
構
造
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
場
合
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
た
問
題
を
は
ら

む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
そ
れ
自

体
と
し
て
か
ん
た
ん
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
、
こ
こ
で
ま
ず
第
一
に
ー
指
摘
し
て
お
か
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ま
っ

た
く
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
資
本
論
』
第
一
部
の
中
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
労
働
過
程

論
と
い
っ
て
も
生
産
過
程
に
お
げ
る
労
働
過
程
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
生
産
．
労
働
過

程
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
は
、
そ
の
第
一
部
で
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
実
現
の
物
質
的
．
実

体
的
基
盤
を
説
明
す
る
と
い
う
理
論
的
枠
組
み
の
範
囲
内
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
個
別
資
本
１
－
企
業
は
、
生
産
過
程
だ
げ
で
は
な
く
、
現
実
に
は
そ
の
運
動
過
程
Ｏ
－
ミ
…
、
…
ミ
ー
Ｏ
、
の

す
べ
て
の
段
階
に
１
お
い
て
労
働
過
程
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
　
『
資
本
論
』
は
さ
ら
に
流
通
過
程
論
を
あ
つ
か
う
第
二

部
で
、
流
通
過
程
に
お
げ
る
労
働
過
程
論
、
す
な
わ
ち
流
通
・
労
働
過
程
論
を
内
包
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う

な
労
働
過
程
が
与
え
ら
れ
て
お
れ
ぱ
、
第
二
部
第
五
章
「
流
通
時
間
」
、
第
六
章
「
流
通
費
」
の
分
析
も
そ
の
物
質
的
．
実
体
的
基

盤
を
も
っ
た
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
た
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
理
論
的
枠
組
み
が
与
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
は
、
具
体
的
に
は
生
産
・
労
働
過
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
確
認
し
て
お
き
た

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
（
六
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
（
六
八
二
）

い
第
一
の
点
で
あ
る
。

　
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
、
さ
ら
に
第
二
に
指
摘
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
、

結
論
的
に
い
え
ば
、
生
産
過
程
の
現
場
活
動
単
位
（
ヨ
ｏ
竃
量
６
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
労
働
過
程
論
で
あ

る
と
い
う
ヒ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
も
っ
と
も
具
体
的
な
内
容
観
定
を
示
し
て
い
る
第
一
三
章

「
機
械
と
大
工
業
」
を
み
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
そ
れ
が
、
そ
の
第
四
節
で
、
　
「
工
場
」
と
い
う
表
題
の
下
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
工
場
」
と
い
う
概
念
は
、
生
産
単
位
の
具
体
的
た
発
展
段
階
を
表
現
す
る

概
念
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
が
こ
の
よ
う
に
生
産
単
位
レ
ベ
ル
の
労
働
過
程
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
企

業
の
組
織
構
造
の
理
論
と
し
て
み
た
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
型
１
１
発
展
段
階
の
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
で
あ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
私
た
ち
は
、
企
業
の
現
実
の
発
展
史
の
中
で
、
あ
る
い
は
現
在
の
企
業
の
具
体
的
な
存
在
構
造
の
中
で
、
一

っ
の
生
産
単
位
が
、
す
な
わ
ち
一
っ
の
企
業
で
あ
る
と
い
う
、
企
業
の
も
っ
と
も
単
純
た
存
在
捗
態
を
知
っ
て
い
る
。
経
営
史
研
究

の
成
果
は
こ
の
よ
う
な
、
も
っ
と
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
捗
態
の
企
業
を
単
一
機
能
企
業
（
０
っ
ぎ
。
・
庁
句
…
２
８
向
邑
Ｏ
壱
『
冨
）
と
規
定
し

　
　
　
（
４
）

て
い
る
が
、
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
の
舞
台
に
た
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
た
企
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
資

本
論
』
の
労
働
過
程
論
が
示
す
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
、
生
産
単
位
１
１
企
業
、
で
あ
る
よ
う
な
も
っ

と
も
単
純
な
存
在
形
態
の
企
業
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
単
一
機
能
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
〔
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
さ
ら
に
第
三
に
、
生
産
単
位
レ
ベ
ル
の
労
働
過
程
論
と
し
て
の
そ
れ
の
内

容
そ
の
も
の
を
あ
き
ら
か
に
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
が
、
紙
数
の
都
合
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
拙
著
『
現



代
資
本
主
義
の
生
産
様
式
』
一
九
七
六
年
、
青
木
書
店
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〕

　
　
（
３
）
　
こ
の
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
『
資
本
論
』
第
二
都
は
「
資
本
の
流
通
過
程
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ぱ
ら
生
産
過
程
と
流
通
過
程
を
統
一
し
た
資
本
の
循
環
や
回
転
の
説
明
と
な
っ
て
い
て
、
固
有
の
「
資
本
の
流
通
過
程
」
論
を
展
開
す
る

　
　
　
　
都
分
が
お
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
え
て
い
え
ぱ
、
第
五
章
「
流
通
時
間
」
と
第
六
章
「
流
通
費
」
の
部
分
が
そ
れ
に
－
相

　
　
　
　
当
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
未
成
熟
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
４
）
　
ｏ
プ
ｐ
■
昌
ｏ
■
キ
Ｕ
．
－
グ
９
ミ
汀
簑
ｓ
ミ
、
婁
、
§
ぎ
ミ
ー
ｏ
ぎ
魯
守
；
ぎ
“
ざ
串
“
乏
ｏ
ミ
県
§
～
ト
§
ミ
“
§
ミ
ま
き
乏
、
ミ
向
ミ
～
Ｓ
、
竃
一

　
　
　
　
畠
貫
ｏ
．
Ｈ
ト
岩
～
違
二
二
菱
経
済
研
究
所
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
一
九
六
七
年
、
実
業
の
目
本
杜
、
三
〇
べ
ー
ジ
、
三
五
～
四
〇
べ
ー

　
　
　
　
ジ
、
Ｃ
つ
Ｏ
◎
ヰ
一
申
甲
一
の
迂
鴇
吻
県
Ｏ
◎
も
◎
ミ
“
～
ｂ
§
～
§
§
§
叶
１
、
員
ユ
一
宕
ベ
ゲ
き
、
§
、
～
向
§
～
ミ
旨
吻
き
§
Ｎ
Ｏ
§
～
望
◎
ぎ
０
１
０
◎
べ
Ｈ
１
心
Ｏ
卜

　
吻
　
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
制
約
性

　
さ
て
、
間
題
は
、
以
上
で
要
約
的
に
示
し
た
よ
う
な
理
論
的
枠
組
み
を
も
つ
、
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
と
し
て
の
『
資
本
論
』

第
一
部
の
労
働
過
程
論
が
、
現
代
の
現
実
の
企
業
の
組
織
構
造
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
場
合
に
１
ど
の
よ
う
な
制
約
を
も
っ
こ
と
に

な
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
あ
き
ら
か
に
。
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
現
代
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
企
業
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の
特
徴
を
モ
デ

ル
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
１
そ
の
よ
う
な
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の
一
例
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
目
立
製
作
所
の
場
合
を
示
し

て
み
る
と
、
図
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
こ
の
目
立
製
作
所
の
場
合
に
ー
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
を
一

般
化
（
モ
デ
ル
化
）
し
て
み
る
と
、
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
周
知
の
事
業
部
制
型
（
昌
巨
饒
、
畠
く
匡
◎
畠
一
）

の
企
業
の
組
織
構
造
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
（
六
八
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

二
〇
〇
（
六
八
四
）

）年
８
０

１
９（造構織組杜全の所作製立目－図

所

所
所
所

斤
一
ｐ

所
盾
立
口

Ｂ
吾

場
蜴
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業
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長
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支

イ

’
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工
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院

立
戸

進
務
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究
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査

支

産

」
１
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務
術
莉
’
イ
ー
‘
言
回

事

壬

生

城
浜
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病

●
●
１
．

“
ｌ
１

立

茨

京

平
念

成
オ

日
水

立
立
立

雀
オ
疵
オ
」
貝
　
　
医
－
署

±
手

企
系
監

業
事
支
寺

丹
｛

生

計
特
資

宣
財
経

人

勤

総

監

日

日

日

日

小
記

茨

Ｍ
国
産

常

瀦

会

土
キ

長

取

締
貨
イ

会

○

りよ版年
５
５和昭』書歴経社会『所作製立日）所出（



　
先
に
要
約
し
た
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の

特
徴
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
ま
っ
た
く
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
生
産
過
程
の
み
で
は
な
く
、
資
本
の
運
動
過

程
の
す
べ
て
の
段
階
、
す
な
わ
ち
流
通
過
程
、
さ
ら
に
研
究
開
発
過
程
の
労
働
過
程
を
包
摂
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

い
え
ば
、
各
種
の
工
場
の
み
な
ら
ず
、
営
業
所
、
営
業
担
当
部
、
営
業
本
部
の
よ
う
な
流
通
過
程
を
担
う
組
織
、
さ
ら
に
各
種
の
研

究
所
の
よ
う
な
研
究
開
発
過
程
を
担
う
組
織
を
包
摂
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
指
摘
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
図
２
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
業
部
制
型
の
現
代
巨
大
企
業
の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
造
は
、
そ
れ
を
そ
の
「
複
雑
性
の
構
造
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う

ルデモ造構織組型ｕ帝部業事２図

　
構
　
機
　
社
　
本

長社

フツタス社本

　
　
　
　
グ

　
　
　
　
ケ
ン

　
　
　
売
一
イ
著
七

　
　
　
　
　
　
伊
９

　
　
　
硯
　
　
　
一
１

　
　
　
売
芯
繋

一
叫
摂

　
　
　
究
　
　
　
所

　
　
　
研
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

視
点
か
ら
み
て
み
る
と
、
大
き
く
三
つ
の
階
層
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
も
っ
と
も
下
位
の
階
層
か
ら
い
っ
て
み
る
と
、

プ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
¢
　
ま
ず
第
一
に
、
工
場
、
営
業
所
、
研
究
所
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
た
現
場
活
動

、
　
　
、

単
位
（
艮
ｏ
巨
¢
目
豪
）

　
　
　
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
そ
れ
ら
の
現
場
活
動
単
位
を
事
業
ご
と
に
統
括
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

事
業
部
お
よ
び
子
会
杜
と
い
う
事
業
単
位
（
吋
邑
。
霧
。
。
弓
目
豪
）
（
こ
れ
ら
の
事
業
都
と
子

会
杜
が
さ
ら
に
類
似
し
た
も
の
同
志
、
事
業
本
部
な
い
し
事
業
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
場
合
も
多
い
が
、
組
織
階
層
の
基
本
構
造
に
数
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
）

　
　
　
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
事
業
単
位
を
本
杜
機
構
で
全
体
と
し
て
統
括
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
（
六
八
五
）
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７
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１
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五
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併
号
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ト
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一
　
　
　
　
士
　
　
葡
支
　
　
　
　
　
　
　
　
社

げ
げ
１
。
。
。
。
。
富
｛
慧
設
－
。
。
。
－
。
宅
産
　
支

デ
ホ
第
第
第
第
第
第
東
管
第
第
安
生
施
第
第
第
第
第
第
住
生
　
　
　
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

社

長

取
締
役
会

○

りよ版年
７
７

１
９』況概社会『業工軍動自タ

ヨト）所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
で
き
上
っ
て
い
る
一
個
の
巨
大
企
業
（
Ｏ
◎
壱
冒
註
昌
）

　
　
以
上
三
つ
の
階
層
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
は
図
１
，
２
で
示
し
た
よ
う
な
事
業
部
制
型
の
企
業
の
組
織
構
造
の
場
合
で
あ
る
が
、
事
業
部
制
型
の
組
織
構

造
と
い
っ
た
と
き
、
そ
れ
と
の
対
比
で
必
ず
間
題
と
な
る
の
は
、
周
知
の
機
能
部
制
型
（
昌
巨
千
旨
９
ま
旨
巴
９
冒
邑
干
宗
Ｏ
費
昌
彗
邑
）

の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
代
巨
大
企
業
は
、
そ
れ
が
存
立
基
盤
と
す
る
産
業
分
野
に
よ
っ
て
は
、
機
能
部
制
型
の
組
織
構
造
を

と
っ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
組
織
構
造
を
示
し
て
み
る
と
、
図
３
の
と
お
り



で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
は
現
在
目
本
の
売
上
高
第
一
位
（
鉱
工
業
企
業
の
う
ち
で
）
の
巨
大
企
業
で
あ
る
が
、

そ
の
組
織
構
造
は
典
型
的
な
機
能
部
制
型
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
い
う
場
合
、
以
上
で
示
し
た
よ
う
な
組
織
構
造
の
二
っ
の
型
の
関
係
　
　
た
だ
し
そ
の

論
理
的
な
関
係
　
　
が
間
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
図
２
と
、
図
３
を
一
般
化
し
た
図
４
を
対
比
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち

に
１
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
図
３
は
図
２
の
一
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
機
能

部
制
型
の
組
織
構
造
は
、
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
で
は
、
そ
の
一
構
成
要
素
で
あ
る
事
業
都
や
子
会
杜
の
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
を

表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
組
織
構
造
の
，
二
っ
の
型
は
単
に
そ
れ
ら
が
並
列
的
な
二
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
型
で
あ
る
わ
げ
で
は
な
く
、
論
理
次
元
を
異
に
す
る
二
っ
の
型
で
あ
り
、
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造

　
　
　
　
　
　
　
ガ

ルデモ造構織組型ｕ帝部能機４図

長杜

売
イ
坂
テ
貝
ケ

　
マ産生

一
丁林支書発開究研

○じ同に２図）所出（

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）

は
機
能
部
制
型
の
そ
れ
を
一
構
成
要
素
と
す
る
、
よ
り
高
次
の
論
理
内
容
を
も
っ
た
組
織
構
造
と
た
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
項
の
冒
頭
で
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
モ
デ
ル
と
し
て
い
き

た
り
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
を
示
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
の
全
体
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て
二
っ
の
点

を
あ
き
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
み
る
と
、
先
に
紹
介
し
た
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論

の
理
論
的
枠
組
み
の
特
徴
を
示
す
第
一
お
よ
び
第
二
の
点
の
も
つ
制
約
性
は
す
で
に
お
の
ず
か
ら
あ
き

ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
と
り
わ
げ
重
要
な
点
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
第
二
の
点
の
制
約
性
、
す
な
わ
ち

現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
が
現
場
活
動
単
位
　
事
業
単
位
↓
巨
大
企
業
と
い
う
三
段
階
の
階
層
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
（
六
八
七
）



　
　
　
立
命
飽
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
（
六
八
八
）

つ
も
の
と
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
　
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
が
生
産
単
位
１
１
現
場
活
動
単
位
レ
ベ
ル
だ
け
の
労
働
過
程
論
で

あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
生
産
単
位
“
企
業
、
で
あ
る
よ
う
た
単
一
機
能
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
が
舞
台
と
し
て
い
る
企
業
と
現
代
巨
大
企
業
と
の
間
に
あ
る
企
業
の
発
展
段
階
上
の
差
異
が
き
わ

め
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
以
上
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
企
業
の
組
織
構
造
の
も
っ
階
層
性
と
い
う
形
式
的
な
側
面
か
ら
の
差
異
だ
げ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
差
異
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
実
質
的
差
異
を
っ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
、
さ
ら
に
の
ち
に
三

で
、
現
代
巨
大
企
業
の
行
動
様
式
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
念
頭
に
お
く
と
き
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で

の
組
織
構
造
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
し
た
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
紙
数
の
都
合
で
省
略
す
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
拙
著
『
現
代
資
本

主
義
の
生
産
様
式
』
お
よ
び
『
現
代
巨
大
企
業
と
独
占
』
一
九
七
八
年
、
青
木
書
店
、
を
参
照
。
〕

　
　
（
５
）
乙
ｏ
ぎ
ｏ
Ｐ
声
ぎ
§
～
字
ぎ
ｏ
Ｓ
県
§
ト
、
§
き
ド
畠
箪
Ｏ
｝
君
・
ド
　
稲
葉
元
吉
・
吉
原
英
樹
訳
『
シ
ス
テ
ム
の
科
学
』
一
九
七

　
　
　
七
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
杜
、
第
四
章
「
複
雑
性
の
構
造
」
を
参
照
。
本
稿
の
ア
イ
デ
ア
を
つ
く
る
上
で
、
同
上
書
、
第
四
章
が
役
立
っ
て

　
　
　
　
い
る
。

ｏ
　
「
金
融
資
本
論
』
、

『
帝
国
主
義
論
』
に
お
げ
る
企
業
論

　
以
上
、
　
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
実
体
論
的
企
業
論
の
二
つ
の
部
分
の
う
ち
、
と
く
に
そ
の
第
一
の
、
い
わ
ゆ
る
労
働
過
程
論
の
部

分
に
っ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
た
理
論
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
、
現
代
の
現
実
の
企
業
の
組
織
構
造
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る



場
合
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
む
こ
と
に
雲
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
し
て
一
資
本
論
一
労
働
過
程
論
の
理

論
的
枠
組
み
を
特
徴
づ
げ
る
二
っ
の
点
隻
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現
代
的
窺
角
か
皇
て
の
制
約
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
資
本
論
』
後
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
基
本
文
献
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
体
系
の
中
で
、
と
く
に
独
占

段
階
の
経
済
理
論
都
分
を
構
成
し
て
い
る
、
周
知
の
ヒ
ル
フ
ア
デ
イ
ソ
グ
一
金
融
資
本
論
一
と
レ
ー
一
ソ
一
帝
国
主
義
論
一
に
つ
い

て
二
体
そ
こ
で
は
企
業
論
は
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
Ｌ
て
い
る
か
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ

れ
ら
の
二
っ
の
文
献
は
・
す
で
に
そ
れ
が
書
か
れ
て
か
ら
六
〇
～
七
〇
年
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
と
は
い
え
、
一
資
本
論
一
が
一

九
世
紀
中
葉
の
自
由
競
争
段
階
の
資
本
主
義
客
析
の
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
入
つ
て
か
ら
の

警
段
階
の
菓
主
義
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
で
は
一
資
本
論
一
の
企
業
論
が
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
苫
れ

て
い
る
か
・
そ
こ
凄
私
た
ち
が
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
一
旭
の
分
析
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
理
論
的
枠
組
み
が
与
え
ら
れ
て
い

な
い
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
て
み
る
こ
と
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
・
結
論
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
両
古
典
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
Ｈ
で
検
討
し
た
『
資
本
論
』
の
労
働
過
程
論
を
発
展
さ

せ
る
よ
う
な
方
向
で
の
理
論
展
開
窪
さ
れ
て
は
い
た
い
。
す
で
に
Ｈ
で
検
討
し
た
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
一
資
本
論
一

労
働
過
程
論
の
具
体
化
と
い
う
場
合
、
；
に
は
生
産
単
位
レ
ベ
ル
だ
げ
の
単
層
的
な
労
働
過
程
論
－
組
織
構
造
論
か
ら
階
層
的
た

組
織
構
造
論
へ
の
展
開
が
考
え
ら
れ
、
も
う
一
っ
に
は
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
労
働
過
程
論
そ
の
も
の
の
具
体
的
展
開
と
い
う
こ
と

と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
の
方
向
に
お
い
て
も
二
っ
の
古
典
で
は
意
識
的
た
理
論
展
開
は
な
さ
れ
て
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
『
金
融
資
本
論
』
と
『
帝
国
主
義
論
』
と
は
、
そ
の
概
念
挽
定
に
ち
が
い
を
み
せ
た
が
ら
も
、
金
融
資
本
と
い
う
概
念
を
独
占
段

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
（
六
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
（
六
九
〇
）

階
の
資
本
主
義
の
分
析
の
基
軸
概
念
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
基
本
的
に
同
型
の
視
角
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
・
こ
こ
で
の

企
業
論
の
共
通
の
特
徴
は
、
ま
ず
第
一
に
そ
れ
が
、
具
体
的
に
は
企
業
集
中
論
な
い
し
企
業
結
合
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
古
典
に
お
い
て
は
、
企
業
論
は
「
金
融
資
本
と
自
由
競
争
の
制
限
」
（
『
金
融
資
本
論
』
第
三
篇
）
・
あ
る
い
は

「
生
産
の
集
積
と
独
占
体
」
↓
「
銀
行
と
そ
の
新
」
い
役
割
」
４
「
金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
制
」
（
『
帝
国
主
義
論
』
第
二
二
・
三
章
）

と
い
う
コ
ソ
テ
キ
ス
ト
の
中
で
と
く
に
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
企
業
論
が
、
直
接
的
に
「
自
由
競
争

の
制
隈
」
、
「
独
占
」
の
形
成
と
の
関
連
で
、
あ
る
い
は
独
占
形
成
論
の
一
構
成
部
分
と
し
て
、
垂
直
的
企
業
結
合
と
し
て
の
コ
ソ
ビ

ネ
ー
シ
ヨ
ソ
、
水
平
的
（
同
種
的
）
企
業
結
合
と
し
て
の
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
よ
う
た
、
企
業
結
合
の
側
面
か
ら
も
っ
ぱ

ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
企
業
結
合
論
は
一
般
的
に
い
え
ば
企
業
論
の
重
要
な
一
構
成
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
・
し
か
し
・
こ

こ
で
私
た
ち
が
間
題
と
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ぱ
企
築
小
朴
静
瞥
迩
諭
の
展
開
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
・
企
業
結
合
論
と
の
関
連
で
い

え
ば
、
そ
の
よ
う
な
企
業
結
合
の
結
果
と
し
て
で
き
上
る
巨
大
企
業
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
組
織
構
造
を
整
備
し
・
ど
の
よ
う
な

行
動
様
式
を
と
る
よ
う
に
な
つ
た
か
と
い
う
点
を
あ
き
ら
か
写
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
企
業
論
の
具
体
化
と
い
う

視
点
か
ら
独
占
段
階
の
経
済
学
の
古
典
と
し
て
の
『
金
融
資
本
論
』
、
『
帝
国
主
義
論
』
に
期
待
し
た
こ
と
も
・
そ
の
点
で
あ
っ
た
・

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
古
典
で
は
、
企
業
論
は
そ
の
よ
う
に
一
資
本
論
一
に
淳
る
内
部
構
造
論
的
企
業
論
を
さ

ら
賃
体
化
す
る
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
私
た
ち
は
、
こ
の
課
題
に
っ
い
て
は
・
こ
れ
ら
の
古
典
に
た

よ
る
こ
と
な
く
、
独
自
に
作
業
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
古
典
の
う
ち
、
と
く
に
『
金
融
資
本
論
』
の
企
業
論
に
っ
い
て
は
、
さ
ら
に
そ
れ
が
以
上
で
の
べ
た
よ
う
な



企
業
結
合
論
と
同
時
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
株
式
会
杜
一
論
を
も
つ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
か
淳
れ
窪
差
い
一
第
二

篇
「
資
本
の
動
臭
擬
制
資
本
」
第
七
章
「
株
式
会
杜
」
）
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
株
式
会
杜
制
度
の
導
入
に
よ
る
資
本
の
二
重

化
と
新
し
い
利
潤
の
嚢
形
態
と
し
て
の
創
業
者
利
得
の
成
立
、
わ
ず
か
書
己
資
本
で
多
額
の
他
人
資
本
を
支
配
し
う
る
金
融
技

術
の
成
立
・
そ
し
て
発
展
す
る
新
技
術
の
導
入
に
対
応
す
る
点
で
の
株
式
会
杜
企
業
の
個
人
企
業
に
対
す
る
決
定
的
優
位
性
、
隻
、

企
業
の
株
式
会
杜
化
に
と
も
な
っ
て
お
こ
る
経
済
的
諸
現
象
が
全
面
的
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
・
こ
の
よ
う
な
株
式
会
杜
論
と
し
て
の
企
業
論
は
先
に
紹
介
し
た
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
実
体
論
的
企
業
論
の
理
論
的
枠

組
み
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
そ
の
ど
う
い
う
側
要
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
淳
れ
ぼ
奮

き
が
・
す
で
に
雲
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
資
本
論
一
に
淳
る
企
萎
綱
の
第
二
の
聾
、
す
な
わ
ち
第
三
部
第
五
篇
「
利

子
と
企
業
者
利
得
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
利
子
生
み
資
本
」
に
・
お
げ
る
、
資
本
の
所
有
と
機
能
の
分
離
、
資
本
家
範
晴
の
具
体
化
に
関

す
る
分
析
の
部
分
に
連
な
る
企
業
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
株
式
会
杜
制
度
の
導
入
は
、
資
本
の
所
有
と
機

能
の
分
離
と
い
う
利
子
生
み
資
本
の
存
在
に
本
来
的
に
と
も
な
う
現
象
を
さ
ら
に
・
制
度
的
に
発
展
さ
せ
た
も
の
に
他
た
ら
た
い
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
　
『
金
融
資
本
論
』
の
企
業
論
は
『
資
本
論
』
の
そ
れ
と
の
継
承
関
係
で
は
、
　
『
資
本
論
』
の
そ
れ
の
、

む
し
ろ
第
二
の
部
分
を
よ
り
積
極
的
に
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
を
発
展
・
具
体
化
さ
せ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
先
に

紹
介
し
た
企
業
結
合
論
も
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
株
式
会
杜
論
と
し
て
の
企
業
論
の
延
長
上
に
位
置
づ
げ
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
帝
国
主
義
論
』
に
１
つ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
こ
で
は
『
金
融
資
本
論
』
の
場
合
と
は
理
論
構
成
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
プ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
（
六
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
（
六
九
二
）

場
合
の
よ
う
に
特
別
に
株
式
会
杜
論
を
設
定
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
　
「
生
産
の
集
積
と
独
占
体
」
↓
「
銀
行
と
そ
の

新
し
い
役
割
」
↓
「
金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
制
」
と
い
う
、
周
知
の
第
一
～
三
章
の
理
論
展
開
を
み
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
企
業
が

株
式
会
杜
の
形
態
を
と
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
は
じ
め
の
第
一
・
二
章
で
は
暗
黙
の
前
提
と
た
っ
て
い
る
が
、
第
三
章
「
金
融

資
本
と
金
融
寡
頭
制
」
に
至
っ
て
、
そ
の
こ
と
の
も
つ
意
味
が
、
巨
大
産
業
企
業
と
巨
大
銀
行
の
結
合
と
い
う
具
体
的
た
基
盤
の
上

に
、
　
『
金
融
資
本
論
』
の
株
式
会
杜
論
よ
り
も
よ
り
リ
ア
ル
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
帝
国

主
義
論
』
の
企
業
論
も
、
　
『
資
本
論
』
の
そ
れ
と
の
関
係
で
は
、
や
は
り
『
金
融
資
本
論
』
の
場
合
と
お
た
じ
理
論
的
引
き
継
ぎ
関

係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
『
金
融
資
本
論
』
、
『
帝
国
主
義
論
』
の
企
業
論
は
『
資
本
論
』
の
企
業
論
と
の
関
連
で
は
、
そ
の
第
二
の
部
分
を
よ
り

積
極
的
に
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
先
に
冒
頭
で
の
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
、
こ
の
『
資

本
論
』
の
企
業
論
の
第
二
の
部
分
に
っ
い
て
は
、
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
『
金
融
資
本
論
』
、
『
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

論
』
に
お
げ
る
株
式
会
杜
論
と
し
て
の
企
業
論
に
っ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
６
）
以
上
と
の
関
連
で
い
え
ぱ
、
わ
が
国
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
研
究
の
主
流
で
あ
る
、
戦
前
の
財
閥
論
、
戦
後
の
企
業
集
団

　
　
　
　
論
も
『
金
融
資
本
論
』
や
『
帝
国
主
義
論
』
の
株
式
会
杜
論
と
し
て
の
企
業
論
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
資
本

　
　
　
　
論
』
の
企
業
論
の
第
二
の
部
分
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式

以
上
二
で
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
古
典
に
お
い
て
実
体
論
的
企
業
論
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的
枠
組
み
で



存
在
し
て
菅
・
そ
れ
に
は
現
代
の
震
し
た
企
業
の
構
造
や
行
動
様
式
の
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
理
論
的
制

約
が
あ
る
か
に
っ
い
て
雲
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
実
体
論
的
企
業
論
と
い
つ
て
も
、
本
稿
で
は
と
く
に
一
資
本
論
一

の
労
働
過
程
論
の
都
分
・
す
な
わ
ち
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
に
焦
点
を
あ
て
て
、
以
上
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。

そ
こ
で
・
こ
こ
で
は
さ
ら
長
極
的
に
、
こ
の
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
を
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の
現
実
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
賃
体
化
し
た
場
合
・
そ
こ
か
ら
私
た
ち
は
経
済
学
に
ど
の
よ
差
新
し
い
認
識
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
っ
い
て
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
・
二
で
の
分
析
を
妻
え
て
・
一
資
本
論
一
の
労
働
過
程
論
－
企
業
の
組
織
構
造
の
理
論
を
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構

造
の
現
着
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
具
体
化
す
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
理
論
的
な
基
軸
と
な
る
の
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
、

一
資
本
論
一
労
働
過
程
論
の
理
論
的
枠
組
み
の
第
一
一
の
特
徴
点
に
か
か
わ
る
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
一
旭
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
そ
れ

が
現
場
活
動
単
位
↓
事
業
単
位
－
巨
大
企
業
と
い
う
三
段
階
の
階
層
を
も
つ
も
の
と
な
つ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ

で
は
・
こ
の
よ
差
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
漿
一
に
淳
る
三
段
階
の
階
層
の
存
在
が
経
済
学
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
て
い

る
か
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
・
こ
の
間
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
場
合
の
重
要
な
視
点
は
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の
特
質
と
い
う
も
の
は
、
本

来
現
代
巨
大
企
業
が
自
ら
の
運
動
す
る
競
争
環
境
の
中
で
、
そ
の
よ
う
藁
碧
適
応
し
て
生
存
し
て
い
く
た
め
に
っ
く
り
出
さ
れ

た
も
の
で
書
・
し
た
が
一
て
そ
こ
に
は
現
代
巨
大
企
業
の
競
争
様
式
が
体
制
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
た
ん
こ
の
よ
う
な

組
織
構
造
が
で
き
あ
が
る
と
・
そ
れ
が
誓
そ
れ
自
身
の
実
現
す
る
競
争
様
式
を
経
済
構
造
の
中
に
体
制
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
点
で
あ
る
・
し
た
が
一
て
・
こ
れ
か
ら
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
が
経
済
学
的
に
も
っ
意
義
を
あ
き
ら
か
写
る
と
い
う
場
合
、

　
　
　
　
プ
ル
ク
ス
経
済
学
簑
け
る
企
業
論
の
具
体
化
一
坂
本
一
　
　
　
　
　
二
〇
九
一
六
九
三
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
三
十
巻
．
第
三
．
四
．
五
合
併
号
一
　
　
　
　
　
三
〇
一
六
九
四
一

具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
な
げ
れ
窪
ら
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
二
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
差
現
代
巨
大
企
業
の
三
階
層
的
組
織

構
造
が
ど
の
よ
差
側
面
の
競
争
を
組
織
化
し
、
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
蓋
織
構
造
の
編
成
に
よ
一
て

現
代
巨
大
企
業
は
ど
の
よ
う
な
競
争
様
式
を
現
代
の
経
済
構
造
の
中
に
体
制
化
す
る
こ
と
に
な
一
て
い
る
か
・
と
い
う
点
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

以
下
、
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
一
７
一
現
代
巨
大
企
業
の
行
動
、
競
争
様
式
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
問
窒
皿
て
方
は
・
い
わ
ゆ
る
産
業
組
織
論
の
発
想
志
逆
で
あ

　
　
　
　
｝
。
け
な
わ
ち
、
産
業
組
織
論
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
享
そ
の
分
析
対
象
を
個
・
の
産
業
優
定
し
た
上
で
・
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
っ

　
　
　
　
、
て
市
霧
造
↓
市
場
行
動
↓
市
場
成
果
と
い
う
シ
エ
ー
一
に
も
と
づ
い
て
、
市
場
に
お
げ
る
企
業
行
動
が
市
霧
造
の
特
質
か
ら
・

　
　
　
　
っ
ま
り
市
場
集
中
と
参
入
障
壁
の
度
合
か
ら
形
づ
く
ら
れ
る
市
場
の
構
造
的
特
質
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
一
て
い
る
の
で
あ
る
が
・

　
　
　
　
｝
上
の
よ
差
本
稿
の
問
題
の
立
て
方
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が
企
業
内
部
の
組
織
構
造
の
特
質
か
ら
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
よ
り
な
方
法
に
立
て
ぱ
、
市
場
構
造
は
産
業
組
織
論
の
場
合
の
よ
う
に
静
態
的
な
も
の
で
は
な
く
・
む
し
ろ
そ
れ
自
体
が
企
業
行

　
　
　
　
動
の
結
果
カ
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
動
態
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
・
さ
ら
に
一
一
の
よ
う
な
視
角
か
ら
市
場
に
お

　
　
　
　
げ
る
企
業
行
動
、
す
な
わ
ち
個
、
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
企
業
行
動
－
競
争
様
式
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
・
産
業
組
織
論
の

　
　
　
　
場
合
の
＾
う
妄
げ
価
格
馨
方
式
一
寡
占
的
市
霧
造
の
場
合
で
あ
れ
ば
協
調
に
よ
る
独
占
価
格
の
設
定
と
い
う
具
合
に
一
が
問
題
に

　
　
　
　
な
る
け
、
り
こ
と
で
は
な
く
、
の
ち
に
本
節
８
で
の
べ
る
よ
う
に
享
組
織
的
な
市
場
支
配
体
制
の
形
成
の
側
面
・
す
な
わ
ち
非
価
格

　
　
　
的
な
側
面
が
問
題
と
な
り
、
価
格
的
な
側
面
の
間
題
は
前
者
の
膏
様
に
よ
一
て
む
し
ろ
整
さ
れ
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に

　
　
　
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
Ｈ
　
生
産
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
生
産
コ
ス
ト
競
争

す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
三
階
層
的
組
織
構
造
を
念
頭
に
お
く
と
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式
の
間
題
と
し
・
ま
ず



第
一
に
あ
き
ら
か
に
し
淳
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
現
場
活
動
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
そ
れ
が
体
制
化
し
て
い
る
現
代
巨
大
企

業
の
競
争
様
式
の
間
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
現
場
活
動
単
位
レ
ベ
ル
と
い
つ
て
も
、
具
体
的
に
は
生
産
単
産
つ
い
て

問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
・
享
は
じ
め
量
代
巨
大
企
業
の
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
讐
っ
い
て
、
そ
の
内
容
を
と
く
に
生
産
力

構
造
の
側
面
か
ら
要
約
し
て
み
る
と
、
享
第
一
に
重
蓋
こ
と
は
、
現
代
巨
大
企
業
の
も
つ
と
墓
展
し
た
生
産
単
位
で
は
労
働

対
象
の
流
れ
を
軸
に
し
た
い
わ
客
線
的
で
連
続
生
産
型
の
、
し
た
が
つ
て
ま
た
大
量
生
産
型
の
機
械
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
膏
・
さ
ら
に
そ
の
よ
差
形
式
の
機
械
体
系
が
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
個
、
の
工
場
で
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
よ
一
て
そ
れ
ら
の
工
場
が
；
の
場
所
に
結
合
し
て
一
個
の
結
合
体
、
す
糞
ち
工
場
結
合
体
な
い
し
コ
ソ
ビ
ナ
、
ト
を
形

づ
く
る
よ
う
凄
り
、
こ
の
よ
是
結
合
体
が
現
代
巨
大
企
業
の
も
つ
と
墓
展
し
た
生
産
単
位
の
具
体
的
筈
諺
式
差
つ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
王
個
に
結
合
さ
れ
た
連
続
生
産
型
の
機
械
体
系
を
内
包
す

る
工
場
結
合
体
の
生
産
活
碧
統
合
・
調
整
す
る
た
め
に
、
作
業
機
構
に
対
し
て
管
理
籍
の
も
つ
意
義
が
決
定
的
に
重
要
を
の

と
書
・
ラ
イ
ソ
．
ス
タ
ッ
フ
制
組
織
と
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
に
よ
る
簸
処
理
機
構
を
導
入
し
た
管
理
機
禁
現
代
巨
大
企
業
の
も
つ

と
墓
展
し
た
生
産
単
位
の
生
産
力
的
な
運
動
の
基
軸
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
こ
の
点
は
、
二
８
８
で
の
べ

る
べ
き
こ
と
で
あ
一
た
が
・
紙
数
の
都
合
で
省
略
し
た
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
拙
著
一
現
代
資
本
主
義
の
生
産
様
式
二
九
七
六
年
、

お
よ
び
『
現
代
巨
大
企
業
と
独
占
』
一
九
七
八
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〕

と
こ
ろ
で
・
こ
こ
で
間
題
は
、
こ
の
よ
差
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
現
代
巨
大
企
業
問
の
競
争
の
ど
の
よ
う

為
面
を
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
２
一
と
で
あ
る
が
、
現
代
巨
大
企
業
の
場
合
農
ら
ず
、
一
般
に
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で

　
　
　
　
一
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
一
坂
本
一
　
　
　
　
　
二
二
一
六
九
五
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
六
九
六
）

の
組
織
構
造
は
、
原
理
的
に
い
え
ば
、
そ
の
生
産
単
位
が
生
産
を
担
っ
て
い
る
あ
る
特
定
の
製
品
に
つ
い
て
、
労
働
生
産
性
を
高
め

て
個
別
的
価
値
を
杜
会
的
価
値
以
下
へ
低
下
さ
せ
、
特
別
剰
余
価
値
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
個
別
企
業
問
の
競
争
が
労
働
過
程
に
お

い
て
っ
く
り
出
し
た
技
術
的
．
組
織
的
な
変
革
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
も
う
少
し
く
だ
い
て
い
え
ば
・

あ
る
特
定
の
製
品
に
つ
い
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
特
別
利
潤
を
得
よ
う
と
す
る
企
業
問
の
競
争
が
体
制
化
さ

　
　
　
　
　
　
（
８
）

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
前
段
で
要
約
し
た
、
現
代
巨
大
企
業
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
生
産
単
位
の
組
織
構
造
の
特
徴
・
す
な
わ
ち
・
そ
れ

が
全
体
と
し
て
労
働
対
象
の
流
れ
を
軸
に
し
た
単
線
的
で
連
続
生
産
型
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
大
量
生
産
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
実

現
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
こ
に
は
ま
さ
に
現
代
巨
大
企
業
問
の
労
働
生
産
性
上
昇
１
１
生
産
コ
ス
ト
低
下
を
め
ぐ

る
競
争
が
体
制
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
は
、
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
・
現
代
巨
大
企

業
の
競
争
様
式
に
お
げ
る
生
産
コ
ス
ト
低
下
競
争
の
側
面
を
集
中
的
に
体
制
化
し
て
お
り
、
現
代
巨
大
企
業
は
そ
の
よ
う
な
生
産
単

位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
を
基
盤
と
し
て
生
産
コ
ス
ト
低
下
を
め
ぐ
る
競
争
を
展
開
し
て
い
る
・
し
か
し
・
現
代
巨
大
企
業
に
お
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
、
す
た
わ
ち
生
産
コ
ス
ト
低
下
を
め
ぐ
る
競
争
は
・
す
で
に
ー
予
想
さ
れ
る
よ
う
に

そ
の
競
争
様
式
の
全
体
構
造
の
中
の
一
側
面
、
し
か
も
そ
の
中
で
も
っ
と
も
基
礎
的
で
は
あ
る
が
、
も
っ
と
も
下
位
の
一
側
面
を
な

す
に
す
ぎ
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
よ
り
上
位
の
競
争
の
側
面
が
あ
り
、
現
実
に
は
前
者
は
後
者
の
一
っ
の
物
質
的
基
盤
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
さ
ら
に
次
項
で
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
企
業
発
展
史
を
か
ん
た
ん
に
ふ



り
返
っ
て
み
る
と
、
以
上
で
間
題
と
し
て
き
た
よ
う
な
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
、
し
た
が
っ
て
生
産
コ
ス
ト
低
下
を
め
ぐ
る
競

争
が
企
業
の
競
争
様
式
の
支
配
的
な
側
面
、
あ
る
い
は
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
よ
う
な
発
展
段
階
の
企
業
も
存
在
Ｌ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

す
で
に
予
想
が
っ
く
よ
う
に
、
先
に
二
の
Ｈ
の
０
Ｄ
で
『
資
本
論
』
労
働
過
程
論
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
企
業
と
し
て
あ
げ
た
、
生
産

単
位
Ｈ
企
業
、
で
あ
る
よ
う
た
も
っ
と
も
単
純
な
存
在
形
態
の
企
業
、
す
た
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
単
一
機
能
企
業
（
ｃ
。
一
、
口
・
一
、
句
旨
。
弐
。
、

穿
雪
ｏ
『
冨
）
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
を
そ
の
競
争
様
式
の
支
配
的
な
側
面
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か

は
、
生
産
単
位
Ｈ
企
業
、
と
い
う
そ
の
単
層
的
た
構
造
か
ら
、
す
で
に
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
単
一
機
能
企
業
は
、
現

代
巨
大
企
業
の
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
様
式
の
そ
れ
自
体
と
し
て
の
歴
史
的
な
存
在
移
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
生
産
単
位
１
１
企
業
、
で
あ
る
よ
う
な
単
一
機
能
企
業
が
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
に
１
お
い
て
企
業
の
一
般
的
な
存
在
形
態
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
、
自
由
競
争
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
８
）
　
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
第
一
〇
章
「
相
対
的
剰
余
価
値
の
概
念
」
を
参
照
。

　
　
（
９
）
Ｏ
ぎ
宗
ら
ミ
一
§
§
毒
一
ミ
・
一
§
ｏ
喜
・
Ｈ
一
９
彗
昌
…
寒
妻
§
き
ミ
↑
蔓
、
き
ミ
、
淘
、
一
、
；
、
ミ
。
一
ミ
、
。
ミ
一
ミ
峯
、
、
一
．

　
　
　
　
、
§
望
釜
婁
一
畠
ミ
霊
斗
Ｈ
一
鳥
羽
欽
一
郎
・
小
林
袈
裟
治
訳
『
経
営
者
の
時
代
ー
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
近
代
企
業
の
成
立
』

　
　
　
　
一
九
七
九
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
第
一
部
、
を
参
照
。

　
　
○
　
事
業
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
市
場
支
配
競
争

　
○
で
は
ま
ず
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
問
題
を
考
え
て
み
た
が
、
さ
ら
に
同
じ
問
題
を
こ
ん
ど
は
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
考
え
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式
の
間
題
が
、
こ
ん
ど
は
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
た
形

を
と
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
六
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
六
九
八
）

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
現
代
巨
大
企
業
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
に
１
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
重

要
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
労
働
過
程
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
た
生
産
単
位
で
実
現
さ
れ
る
生
産
過
程
の
そ
れ
だ
げ
で
は
な
く
、
資
本

の
運
動
過
程
の
基
本
的
な
諸
段
階
、
す
な
わ
ち
原
材
料
調
達
過
程
や
販
売
過
程
た
ど
の
流
通
過
程
、
さ
ら
に
製
品
開
発
過
程
の
そ
れ

ま
で
を
垂
直
的
に
統
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
資
本
の
運
動
過
程
の
基
本
的
な
諸
段
階
の
労

働
過
程
の
垂
直
的
統
合
体
（
く
筆
§
；
ま
晶
曇
・
８
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
現
代
巨
大
企
業
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構

造
の
ま
ず
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
特
徴
的
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
た
資
本
の
運
動
過
程
の
基
本
的
な
諸
機
能
の
垂
直
的
統
合
体
と
し
て

の
事
業
単
位
は
、
管
理
組
織
の
彬
態
の
側
面
か
ら
み
て
み
る
と
、
機
能
部
制
型
の
組
織
構
造
を
も
つ
こ
と
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
二
の
ｏ
の
の
で
も
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
現
代
巨
大
企
業
問
の
競
争
の
ど

の
よ
う
な
側
面
を
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
以
上
の
よ
う
な
現

代
巨
大
企
業
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
ど
の
よ
う
な
物
質
的
基
盤
の
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
っ
い
て
、
ま
ず
結
論
的
に
い
え
ば
、
前
項
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
な
、
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
労
働
対
象
の
流
れ
を

軸
に
し
た
単
線
的
で
連
続
生
産
・
大
量
生
産
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
形
成
が
、
ま
さ
に
こ
こ
で
間
題
と
し
て
い
る
事
業
単
位
レ
ベ
ル

で
の
資
本
の
過
程
的
諾
機
能
の
垂
直
的
統
合
の
物
質
的
基
盤
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

下
の
た
め
の
物
質
的
基
盤
で
あ
る
連
続
生
産
・
大
量
生
産
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
が
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
発
展
す
れ



ぼ
す
る
ほ
ど
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
維
持
す
る
た
め
に
、
一
方
で
は
そ
れ
に
ー
ふ
さ
わ
し
い
原
材
料
や
部
品
の
連
続
的
．
安
定
的

な
大
量
調
達
の
体
制
が
必
要
と
な
り
、
他
方
で
は
連
続
的
に
製
造
さ
れ
る
大
量
製
品
の
安
定
的
な
販
売
の
体
制
が
必
要
と
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
よ
う
な
販
売
体
制
維
持
の
重
要
な
一
環
と
し
て
製
品
そ
の
も
の
の
絶
え
ざ
る
革
新
の
体
制
が
必
要
と
た
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
調
達
、
販
売
、
そ
し
て
製
品
開
発
の
体
制
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、
現
代
巨
大
企
業
は
生
産
機
能
に
、
加
え
て
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

に
こ
れ
ら
の
過
程
的
諸
機
能
を
組
織
的
に
統
合
す
る
こ
と
に
た
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
代
巨
大
企
業
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
簿
造
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
資
本
の
過
程
的
諸
機
能
の
垂
直
的
統

合
は
、
す
で
に
前
項
で
あ
き
ら
か
に
し
た
、
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
連
続
生
産
・
大
量
生
産
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
移
成
が
物
質
的

基
盤
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
こ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
維
持
さ
せ
る
た
め
の
資
本
の
全
運
動
過
程
に
わ
た
る
体
制
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
個
別
企
業
の
組
織
的
対
応
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
組
織
的
対
応
は
、
そ
の
内
容
か
ら
い
え
ぱ
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
個
々
の
現
代
巨
大
企
業
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

原
材
料
・
部
品
調
達
市
場
と
、
販
売
市
場
、
と
り
わ
げ
販
売
市
場
の
機
能
の
企
業
内
組
織
化
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
現
代
巨
大
企
業

の
市
場
支
配
体
制
の
追
求
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
点
を
理
解
す
れ
ぼ
、
当
初
の
問
題
、
す
な
わ
ち
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
現
代
巨
大
企
業
間
の
競
争
の
ど

の
よ
う
た
側
面
を
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
１
対
す
る
解
答
は
、
自
ず
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
材

料
・
部
品
調
達
、
製
造
、
販
売
、
製
品
開
発
と
い
っ
た
資
本
の
基
本
的
な
過
程
的
諸
機
能
の
垂
直
的
統
合
と
い
う
現
代
巨
大
企
業
の

事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
は
、
ま
さ
に
現
代
巨
大
企
業
問
の
市
場
支
配
を
め
ぐ
る
競
争
を
体
制
化
し
た
も
の
に
他
な

ら
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
現
代
巨
大
企
業
は
そ
の
よ
う
な
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
、
垂
直
的
統
合

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
六
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
（
七
〇
〇
）

の
体
制
を
基
盤
に
し
て
市
場
支
配
を
め
ぐ
る
競
争
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
逆
に
そ
れ
た
し
に
は
生
産
単
位
レ
ベ
ル
で
の
生
産

シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
運
動
さ
せ
え
な
い
と
い
う
体
質
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
現
代
巨
大
企
業
は
そ
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
を
基
盤
に
し
て
市
場
支
配
を
め
ぐ
る
競
争
を
展
開
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
代
巨
大
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
は
、
先
に
生
産
単
位
レ
ベ

ル
で
の
競
争
に
っ
い
て
の
べ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
競
争
様
式
の
全
体
構
造
の
中
の
や
は
り
一
側
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
を

淀
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
す
で
に
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
よ
り
上
位
の
競
争
の
側
面
が
あ
り
、
現
実

に
は
や
は
り
前
者
は
後
者
の
一
つ
の
物
質
的
基
盤
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
さ
ら
に
次
項
で
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
ふ
た
た
び
企
業
発
展
史
を
ふ
り
返
っ

て
み
る
と
、
以
上
で
間
題
と
し
て
き
た
よ
う
な
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
、
す
な
わ
ち
市
場
支
配
を
め
ぐ
る
競
争
が
企
業
の
競
争

様
式
の
支
配
的
な
側
面
で
あ
る
よ
う
な
発
展
段
階
の
企
業
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
す
で
に
予
想
が
つ
く
よ
う
に
、
事
業
単
位

１
－
企
業
、
で
あ
る
よ
う
な
発
展
段
階
の
企
業
、
す
た
わ
ち
垂
直
的
統
合
企
業
（
ま
ま
ｏ
邑
＜
巨
晶
邑
＆
塁
↓
胃
肩
ぎ
）
で
あ
り
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

管
理
組
織
形
態
的
に
は
機
能
部
制
企
業
（
峯
邑
干
皆
９
ま
§
一
冒
峯
邑
↑
一
と
召
葦
昌
彗
邑
塁
雪
冒
一
。
・
¢
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
な
ぜ
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
を
そ
の
競
争
様
式
の
支
配
的
た
側
面
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
事
業
単
位
１
１
企
業
、
と

い
う
そ
の
企
業
の
組
織
構
造
か
ら
す
で
に
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
垂
直
的
統
合
企
業
１
１
機
能
部
制
企
業
は
、
現
代
巨
大

企
業
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
競
争
様
式
の
そ
れ
自
体
と
し
て
の
歴
史
的
な
存
在
彫
態
と
汰
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
た
機
能
部
制
企
業
が
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
に
お
い
て
企
業
の
支
配
的
な
存
在
彩
態
と
な
っ
て
き
た
の
は
、

一
九
世
紀
最
後
の
四
分
の
一
期
か
ら
二
〇
世
紀
の
は
じ
め
に
か
げ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に
は
、
周
知
の
よ
う



に
と
く
に
ア
メ
リ
カ
と
西
マ
三
一
諾
国
で
産
業
構
造
の
変
化
、
重
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
新
し
い
産
業
分
野
の
発
展
と
い
う

基
盤
の
走
・
そ
の
よ
う
な
新
し
い
産
業
分
野
を
中
心
に
し
て
そ
れ
ま
で
み
ら
証
か
つ
た
よ
う
な
巨
大
企
業
の
め
ざ
ま
し
い
発
展

が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
圭
九
世
紀
末
－
二
・
世
紀
初
頭
に
拾
頭
し
た
巨
大
企
業
と
い
う
の
は
、
琴
に
そ
れ
を
組

織
構
造
的
員
体
的
に
み
て
み
る
と
、
垂
直
的
統
合
企
業
－
機
能
都
制
企
業
と
い
嘉
態
を
と
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
・
こ
の
言
竺
九
世
紀
末
－
二
〇
世
紀
初
頭
に
拾
頭
し
た
少
数
の
巨
大
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
ら
が
立
脚
す
る
新

し
い
産
業
分
野
で
・
独
占
一
姦
成
し
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
そ
れ
ま
で
の
自
由
競
争
的
篭
の
か
ら
「
独
占
一
が
支
配
的
篭

の
一
変
質
さ
せ
て
い
一
た
と
い
う
こ
と
為
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
私
た
ち
が
さ
ら
に
立
ち
入
つ
て
理
解
し
て
お
か
淳

れ
ぱ
奮
な
い
の
は
・
巨
大
企
業
と
「
独
占
一
と
の
内
的
関
連
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
奮
大
企
業
が
組
織

構
造
的
に
機
能
部
制
企
業
と
い
う
形
態
を
と
一
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
資
本
の
基
本
的
な
過
程
的
諸
機
能
の
垂
直
的
統
合
を
基
礎
と

す
る
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
自
ず
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
隻
ち
、
巨
大
企
業
は
製
造
都
門
を
整
し
て
、
一
方
で
は

原
材
料
．
部
品
調
達
部
門
・
他
方
で
農
売
部
門
と
研
究
開
発
部
門
を
組
織
的
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
生
産
す
る
製
品

に
と
一
て
必
蓋
市
場
・
と
り
わ
け
販
売
市
場
を
直
接
的
隻
配
し
て
い
つ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
巨
大
企
業
と
「
独
占
一
と
の

内
的
関
連
は
・
ま
乏
そ
の
吉
な
巨
大
企
著
よ
る
市
場
機
能
の
企
業
内
組
織
化
、
組
織
的
市
場
支
配
体
制
の
形
成
、
と
し
て
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
１
・
一
。
董
更
寒
萎
・
き
ミ
胃
；
邦
訳
一
経
営
者
の
時
代
一
第
四
部
「
大
量
生
産
と
大
量
流
通
の
統
合
一
は
、
以
上
の

　
　
　
　
よ
う
な
資
本
の
過
程
的
諸
機
能
の
垂
直
的
統
合
を
歴
史
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
ｕ
一
一
ｕ
一
・
ぎ
寅
董
翁
…
婁
ミ
蔓
署
宇
一
纂
訳
一
経
営
驚
と
組
織
一
四
〇
－
至
一
ぺ
、
ジ
、
。
。
、
目
昌
。
、
．
§
、

　
　
　
　
ｓ
吻
§
“
夢
ミ
巾
胃
二
く
一
く
一
邦
訳
『
経
営
者
の
時
代
』
第
四
、
五
部
、
を
参
照
。

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
隻
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
一
坂
本
一
　
　
　
　
　
三
七
一
七
〇
一
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
三
十
巻
．
第
三
．
四
・
五
合
併
号
一
　
　
　
　
　
三
八
一
七
〇
二
一

　
　
（
１
３
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
六
六
ぺ
ー
ジ
の
注
（
７
）
を
参
照
さ
れ
た
い
・

　
　
　
臼
　
巨
大
企
業
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
と
成
長
率
競
争

以
上
Ｈ
，
ｏ
で
、
生
産
単
位
レ
ベ
ル
ー
事
業
単
位
レ
ベ
ル
と
問
題
を
考
え
て
み
た
が
、
最
後
に
同
じ
間
題
を
こ
ん
ど
は
巨
大
企
業

全
体
の
レ
ベ
ル
で
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式
の
間
察
こ
ん
ど
は
巨
大

企
業
全
体
の
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

そ
こ
で
、
享
は
じ
め
に
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
・
享
第
一
に
重
要
な

こ
と
は
、
こ
こ
で
は
実
現
さ
れ
る
事
業
が
何
か
一
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
場
合
に
は
製
品
的
に
・
差
あ
る
場
合
に
は
地
域

的
に
多
種
類
に
わ
た
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
多
角
的
な
事
業
構
造
が
で
き
上
一
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
・

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
差
多
角
的
な
事
業
構
造
を
も
っ
た
現
代
巨
杢
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で

の
組
織
構
造
は
、
管
理
組
織
の
形
態
の
側
面
か
ら
み
て
み
る
と
、
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
と
な
一
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

こ
の
点
は
、
・
す
で
に
二
の
Ｈ
の
の
で
あ
き
ら
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
・

さ
て
、
こ
こ
で
の
間
題
は
、
こ
の
よ
う
姦
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
盤
の
特
徴
が
現
代
巨
大
企
業
問
の
競
争
の

ど
の
よ
う
篇
面
を
体
制
化
し
を
の
で
あ
る
か
と
い
三
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
場
合
に
も
・
…
で
は
以
上
の
よ
う

な
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
ど
の
よ
差
物
質
的
基
盤
の
作
用
に
よ
一
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
・

と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
◎



　
と
こ
ろ
で
・
こ
の
場
合
に
も
、
前
項
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
な
特
質
を
も
っ
事
業
単
位
で
の
事
業
活
動
の
発
展
そ
の
も
の
が
、

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
多
角
的
な
事
業
構
造
お
よ
び
そ
れ
を

具
体
的
に
実
現
す
る
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
の
彩
成
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
結
論
的
に
い
え
ば
、
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
事
業
活
動
の
発
展
・
成
熟
は
、
後
者
の
よ
う
た
組
織
構
造
を
つ
く
り
出
さ
ざ
る
を
え

な
い
よ
う
た
物
質
的
基
盤
、
お
よ
び
そ
れ
を
可
能
に
す
る
物
質
的
基
盤
を
自
ず
か
ら
つ
く
り
出
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
物
質
的
基
盤
を
考
え
る
上
で
着
目
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
は
、
周
知
の
製
品
１
１
事
業
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
か
か
わ

る
事
態
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
垂
直
的
結
合
を
実
現
す
る
一
つ
の
事
業
単
位
が
立
脚
し
て
い
る
の
は
、
原
則
的
に
何
か
あ
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
の
事
業
分
野
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
は
一
般

図
　
　
麟
ゼ
に
生
物
の
一
隻
ぞ
ら
え
ら
れ
る
よ
う
た
ラ
ィ
一
一
イ
一
一
が
あ
一
て
・
そ
の
生
産

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
年

デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
研
帥
　
　
１
１
販
売
量
は
図
５
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
導
入
期
↓
成
長
期
↓
成
熟
期
↓
衰
退
期
と
い

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
引
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
皿
一

州
　
　
　
　
熟
う
変
化
を
た
ど
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
済
的
内
容
を
嚢
し
て
い
る
の
は
、
そ
の

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋
職
咽
　
事
業
の
製
品
の
杜
会
的
な
普
及
度
と
新
製
品
に
よ
る
代
替
度
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
ジ

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
訳
小
　
個
別
事
業
の
発
展
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
作
用
が
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
と
、
そ
の
よ

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
監
〃

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
疏
他
　
う
な
個
別
事
業
に
立
脚
す
る
個
々
の
事
業
単
位
の
生
産
Ｈ
販
売
量
、
し
た
が
っ
て
利
益

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
牛
ド

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
咄
〃
　
量
も
そ
の
ラ
ィ
フ
サ
ィ
ク
ル
の
作
用
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
７
２
ヤ

醐
　
　
　
　
　
醐
旭
イ
　
そ
こ
で
、
個
別
資
本
と
し
て
の
現
代
巨
大
企
護
、
も
し
持
続
的
農
長
を
確
保
し

　
　
↑
販
売
量
　
　
　
。
　
　
咄
　
　
　
よ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、
何
か
一
つ
の
事
業
分
野
だ
げ
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
何
か
一
つ

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
七
〇
三
）

月
甘
六

退衰

．

＼

月
甘
ハ

口矛包負

－

月

益

甘
六

ｕ
、

矛

支
＾
吉
テ

成

’

量

月／
甘
六

売

長

販

’

成月

盲
六

一

入導



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
七
〇
四
）

の
事
業
単
位
だ
げ
に
立
脚
し
続
げ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
た
る
。
そ
し
て
、
現
在
立
脚
し
て
い
る
事
業
分
野
が
成
熟
の
度

合
を
深
め
て
く
れ
ば
く
る
ほ
ど
、
そ
う
た
っ
て
く
る
わ
げ
で
あ
る
。
現
代
巨
大
企
業
に
多
角
的
な
事
業
構
造
と
事
業
部
制
型
の
組
織

構
造
を
っ
く
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
す
る
よ
う
な
物
質
的
基
盤
は
、
こ
う
し
て
そ
れ
が
依
拠
し
て
い
る
事
業
単
位
の
、
成
長
基
盤
と

し
て
の
隈
界
か
ら
生
じ
て
き
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
、
事
業
の
ラ
ィ
フ
サ
ィ
ク
ル
の
作
用
に
観
定
さ
れ
る
こ
と
の
大
き
い
事
業
単
位
で
の
事
業
活
動
の
発

展
は
、
そ
れ
が
成
熟
の
度
合
を
深
め
て
く
る
と
、
他
方
で
経
営
資
源
の
余
剰
化
あ
る
い
は
余
剰
経
営
資
源
の
蓄
積
と
い
う
状
況
を
つ

く
り
出
し
て
く
る
。
こ
こ
で
経
営
資
源
と
い
っ
た
の
は
、
き
わ
め
て
広
い
概
念
で
、
企
業
の
経
営
に
必
要
と
さ
れ
る
一
切
の
要
素
を

合
む
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
人
的
資
源
、
物
的
資
源
、
貨
幣
的
資
源
、
そ
し
て
以
上
の
よ
う
た
有
形
の
資
源
に
対
し
て

無
形
の
資
源
と
し
て
の
情
報
的
資
源
、
以
上
四
っ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
た
経
営
資
源
と
い
わ
れ
る
も

の
が
、
事
業
単
位
で
の
事
業
活
動
の
発
展
と
と
も
に
、
一
方
で
は
ま
す
ま
す
蓄
積
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
、
当
該
事
業
単
位
の
範
囲
で

は
十
分
有
効
に
利
用
し
切
れ
な
い
状
況
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
た
状
況
の
現
わ
れ
方
は
・
資

源
の
性
格
に
よ
っ
て
、
か
た
ら
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
人
的
・
物
的
資
源
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
生
産
１
１
販
売
量
の
成

長
鈍
化
に
よ
っ
て
、
明
瞭
に
資
源
の
余
剰
が
顕
在
化
し
て
く
る
と
い
う
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
無
形
の
資
源
と
し
て
の
情
報
的

資
源
の
場
合
に
は
、
新
し
い
方
向
に
利
用
し
て
み
て
、
結
果
と
し
て
資
源
蓄
積
の
意
義
が
あ
き
ら
か
に
な
る
（
利
用
し
た
け
れ
ぱ
わ
か

ら
な
い
）
場
合
が
多
い
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
る
事
業
単
位
で
の
事
業
活
動
の
発
展
と
と
も
に
・

そ
の
中
に
他
の
新
し
い
事
業
へ
転
用
可
能
な
余
剰
な
経
営
資
源
の
蓄
積
が
展
開
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
転
用
可
能
た
余
剰
経
営
資
源
の
蓄
積
が
、
一
方
で
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
他
の
事
業
分
野
へ
の
進
出
・
多
角



的
な
事
業
構
造
の
形
成
へ
の
必
然
性
を
も
っ
た
現
代
巨
大
企
業
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
現
実
化
す
る
た
め
の
重
要
た
物
質
的
基
盤
と
な

る
こ
と
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
事
業
活
動
の
発
展
は
、
一
方
で
は
現
代
巨
大
企
業

に
多
角
的
な
事
業
構
造
の
彩
成
を
進
め
ざ
る
を
え
な
く
す
る
よ
う
な
物
質
的
基
盤
を
っ
く
り
出
す
と
同
時
に
、
他
方
で
は
現
代
巨
大

企
業
が
そ
れ
を
現
実
化
す
る
の
を
可
能
に
１
す
る
物
質
的
基
盤
を
も
っ
く
り
出
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
以
上
で
あ
き
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
う
一
度
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
、
す

な
わ
ち
多
角
的
た
事
業
構
造
お
よ
び
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
の
彩
成
は
、
要
す
る
に
個
々
の
事
業
単
位

の
レ
ベ
ル
で
は
実
現
で
き
な
い
持
続
的
成
長
の
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
的
対
応
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
た
組
織
構
造
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
巨
大
企
業
は
単
一
の
事
業
分
野
１
１
事
業
単
位
だ
げ
に
依

拠
す
る
場
合
に
も
た
ざ
る
を
え
た
い
成
長
基
盤
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
持
続
的
成
長
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

　
　
　
　
　
（
１
５
）

う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
理
解
す
れ
ば
、
当
初
の
間
題
、
す
な
わ
ち
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
の
特
徴
が
現
代
巨
大
企
業
問

の
競
争
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
解
答
は
、
や
は
り
自
ず
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
現
代
巨
大
企
業
問
の
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
、
具
体
的
に
は
ま
ず
た
に
ょ
り
も
売
上
高
の
成
長
率
、

そ
し
て
そ
れ
を
と
栄
し
て
の
利
益
の
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
を
体
制
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
代
巨
大
企
業
は
そ
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
に
よ
っ
て
現
代
巨
大
企
業
問
の
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
を
体
制

化
し
、
現
実
に
そ
れ
を
基
盤
に
し
て
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
を
展
開
Ｌ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の

成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
こ
そ
は
、
現
代
巨
大
企
業
の
競
争
様
式
の
全
体
構
造
の
中
で
も
っ
と
も
上
位
に
あ
る
競
争
の
側
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
七
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
捲
．
第
三
｝
四
じ
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
七
〇
六
）

こ
れ
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
前
項
で
説
明
し
た
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
市
場
支
配
を
め
ぐ
る
競
争
は
ま
さ
に
前
者
の
競
争
を
進
め
る

た
め
の
物
質
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
現
代
巨
大
企
業
は
、
具
体
的
に
は
、
現
在
利
用
し
う
る
経
営
資
源
か
ら
全
体
と

し
て
可
能
な
隈
り
成
長
力
の
強
い
事
業
分
野
１
１
事
業
単
位
の
組
み
合
せ
を
つ
く
り
出
し
、
個
々
の
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
の
市
場
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

力
を
総
合
し
て
、
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
４
）
　
事
業
な
い
し
製
品
の
ラ
ィ
フ
サ
ィ
ク
ル
に
っ
い
て
は
、
マ
ー
ヶ
テ
イ
ソ
グ
論
の
製
品
戦
略
関
係
の
文
献
で
大
て
い
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
・

　
　
さ
し
あ
た
り
た
と
え
ぱ
、
－
９
〆
Ｐ
一
、
ミ
き
ユ
掌
Ｎ
雪
§
、
撃
ミ
“
§
Ｈ
彗
ド
出
牛
正
芳
監
訳
『
製
品
戦
略
入
門
　
　
プ
ロ
ダ
ク

　
　
ト
．
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
製
品
意
思
決
定
』
一
九
八
○
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
杜
、
を
参
照
。

一
比
一
事
業
構
造
多
角
化
の
論
理
に
つ
い
て
は
、
勺
ｇ
豪
買
．
皇
ら
§
ミ
§
・
・
§
・
さ
ら
§
し
萎
黍
玄
六
訳

　
　
『
会
杜
成
長
の
理
論
』
一
九
六
二
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
杜
、
と
く
に
第
七
章
「
多
様
化
の
経
済
学
」
、
伊
丹
敬
之
『
経
営
戦
略
の
論
理
』

　
　
一
九
八
○
年
、
目
本
経
済
新
聞
杜
、
を
参
照
　
　
た
だ
し
、
本
稿
の
説
明
は
こ
れ
ら
の
文
献
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
い
る
わ
げ
で

　
　
は
な
い
。
な
お
、
９
、
箏
昌
、
、
・
専
、
、
“
、
簑
§
～
卑
、
§
ぎ
ミ
一
邦
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
以
上
の
上
う
た
事
業
構
造

　
　
の
多
角
化
と
そ
れ
に
対
応
す
る
管
理
組
織
捗
態
と
Ｌ
て
の
事
業
部
制
型
の
組
織
構
造
の
形
成
も
歴
史
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
・
ま
た
・

　
　
こ
の
点
の
研
究
の
現
在
の
発
展
水
準
を
示
す
業
績
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
肉
■
昌
ｏ
５
宛
・
ｐ
吻
ぎ
守
隻
一
婁
ミ
ミ
ミ
９
§
～

　
　
ｂ
ｓ
ミ
§
“
。
申
さ
、
§
、
。
、
一
岩
ミ
、
鳥
羽
欽
一
郎
他
訳
『
多
角
化
戦
略
と
経
済
成
果
』
一
九
七
七
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
日
本
に
つ
い

　
　
て
は
、
吉
原
英
樹
．
佐
々
問
昭
光
．
伊
丹
敬
之
・
加
護
野
忠
男
著
『
目
本
企
業
の
多
角
化
戦
略
』
一
九
八
一
年
・
目
本
経
済
新
聞
杜
・
が

　
　
あ
る
。

（
１
６
）
　
い
わ
ゆ
る
事
業
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
・
マ
ト
リ
ヅ
ク
ス
（
巾
易
｛
冒
黎
勺
冒
豪
５
竃
９
Ｈ
－
■
）
に
よ
る
事
業
構
造
の
分
析
、
お
よ
び
そ
れ
に

　
　
も
と
づ
く
戦
略
事
業
単
位
（
ｃ
〇
一
、
四
一
。
阻
。
団
易
ぎ
易
。
・
ｑ
邑
丁
乙
ｏ
団
自
）
の
設
定
は
こ
の
よ
う
な
企
業
全
体
レ
ベ
ル
で
の
競
争
様
式
を
モ
デ

　
　
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
業
ポ
ー
ト
フ
オ
リ
オ
・
マ
ト
リ
ツ
ク
ス
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
・
Ｊ
一
Ｃ
一
ア
ベ
グ
レ
ソ
／
ボ
ス
ト
ソ
一
コ

　
　
ソ
サ
ル
テ
イ
ソ
グ
．
グ
ル
ー
プ
編
著
『
（
再
成
長
へ
の
挑
戦
）
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
』
一
九
七
七
年
、
プ
レ
ジ
デ
ソ
ト
杜
・
を
参
照
・

　
　
ま
た
企
業
の
経
営
戦
略
、
す
な
わ
ち
企
業
の
競
争
様
式
に
お
い
て
企
業
全
体
（
全
杜
）
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
と
事
業
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
を
区



別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
の
階
層
に
お
げ
る
戦
略
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
論
じ
た
も
の
に
、
｝
ｏ
守
■
　
９
・
オ
・
弩
｛
０
０
９
彗
宗
－
Ｐ
・

吻
ぎ
汀
簑
事
、
§
ミ
§
１
ー
ト
ミ
暑
“
§
一
９
ミ
魯
片
Ｈ
彗
ｏ
◎
一
奥
村
昭
博
・
榊
原
清
則
・
野
中
郁
次
郎
訳
『
戦
略
策
定
　
　
そ
の
理
論

と
手
法
』
一
九
八
一
年
、
千
倉
書
房
、
が
あ
る
。
本
稿
は
同
上
書
か
ら
ア
イ
デ
ァ
を
得
て
い
る
。

＊

ホ

ホ

　
以
上
本
節
で
は
、
現
代
巨
大
企
業
の
階
層
的
組
織
構
造
が
も
っ
て
い
る
経
済
学
的
意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
各
段

階
を
追
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
現
代
巨
大
企
業
間
の
競
争
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
組
織
化
し
、
体
制
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
ま
た
そ
れ
に
上
っ
て
逆
に
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
の
編
成
が
ど
の
よ
う
な
競
争
様
式
を
経
済
構
造
の
中
に
体
制
化
し
て
い

る
の
か
、
と
い
う
ご
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
現
代
巨
大
企
業
は
、
そ
の
階
層
的
組
織
構
造
に
よ
っ
て
多
面
的
な
競
争
様
式

を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
単
位
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造
は
生
産
コ
ス
ト
低
下
競
争
を
、
事
業
単
位
レ

ベ
ル
の
組
織
構
造
ぱ
個
々
の
事
業
に
お
げ
る
市
場
支
配
競
争
を
、
そ
し
て
現
代
巨
大
企
業
の
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
構
造
は
事
業
構

造
の
多
角
化
に
。
よ
る
成
長
率
競
争
を
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
三
段
階
の
階
層
的
組
織
構
造
を
も
つ
現
代
巨
大
企
業
で
は
、
以
上
の
よ
う
た
組

織
構
造
の
各
段
階
そ
の
競
争
が
最
終
的
に
。
は
企
業
全
体
レ
ベ
ル
で
の
成
長
率
を
め
ぐ
る
競
争
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
ご
と
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
巨
大
企
業
の
世
界
で
の
競
争
は
も
は
や
個
々
の
「
産
業
集
中
」
レ
ベ
ル
で

の
競
争
で
は
な
く
　
　
こ
の
レ
ベ
ル
で
の
競
争
は
事
業
単
位
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
　
　
、
い
わ
ゆ
る
「
一
般
集
中
」
レ
ベ
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

の
競
争
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
企
業
論
の
具
体
化
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
（
七
〇
七
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
七
〇
八
）

（
１
７
）
　
先
に
注
（
７
）
で
い
わ
ゆ
る
産
業
組
織
論
の
発
想
の
限
界
を
企
業
行
動
の
説
明
方
法
と
い
う
角
度
か
ら
指
摘
し
た
が
・
以
上
の
こ
と
は

　
　
そ
れ
を
さ
ら
に
も
う
一
っ
別
の
角
度
か
ら
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
産
業
組
織
論
の
場
合
に
は
そ
の
分
析
対
象
が
個
々
の
産
業
１
１
事
業
に

　
　
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式
の
方
は
個
々
の
産
業
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
し
ま
っ
て

　
　
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
と
競
争
様
式
を
企
業
全
体
レ
ベ
ル
で
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
・
い

　
　
わ
ば
産
業
構
造
論
レ
ベ
ル
で
の
企
業
分
析
理
論
が
必
要
で
あ
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
本
稿
で
産
業
組
織
論
の
発
想
の
限
界
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
っ
い
て
念
の
た
め
一
こ
と
付
言
す
れ
ぱ
・
い
う
ま
で
も
た
く

　
産
業
組
織
論
と
い
う
理
論
体
系
そ
の
も
の
は
本
来
的
に
は
新
古
典
派
経
済
学
の
枠
組
み
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
も

　
　
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
が
企
業
と
経
済
の
関
係
、
よ
り
具
体
的
に
は
現
代
巨
大
企
業
と
「
独

　
占
」
の
関
係
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
の
産
業
組
織
論
の
理
論
的
枠
組
み
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
た
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
年
九
月
一
七
目
）


